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チームオレンジについて

令和５年１月３１日
三重県医療保健部長寿介護課

資料３



チームオレンジの類型 特徴

【第１類型】 共生志向の標準タイプ
活動の拠点の設置して活動

【第２類型】 既存拠点活用タイプ
既にある地域資源の活動の中に、
認知症の人への困りごとへの対応を組み入れる

「まちなかサロン」や「認知症カフェ」
「介護予防教室」などをチームにする。

【第３類型】 拠点を設置しない個別支援型タイプ
活動拠点をつくらずに支援をする

既存のサロンや認知症カフェなどへ
メンバーが訪問し支援等をする。

チームオレンジの整備（概要）
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★チームオレンジ３つの基本
①ステップアップ講座修了及び予定のサポーターでチームが組まれている
②認知症の人もチームの一員として参加している。（認知症の人の社会参加）
③認知症の人と家族の困りごとを早期から継続して支援ができる

★チームオレンジとは
認知症と思われる初期の段階から、心理面・生活面の支援として、市町村がコーディネー
ターを配置し、地域において把握した認知症の方の悩みや家族の身近な生活支援ニーズ
等と認知症サポーター（基本となる認知症サポーター養成講座に加え、ステップアップ講
座を受講した者）を中心とした支援者をつなぐ仕組み。



チームオレンジの整備（概要）

国資料 抜粋

【 KPI 】各市町村１チーム設置
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〇三重県「みえ元気プラン」 【施策２－３】介護の基盤整備と人材確保

【基本事業３：認知症になっても希望を持てる社会づくり】
認知症になっても希望を持って日常生活を過ごせる社会をめざして、それぞれの地
域で本人と家族を支えるため、認知症サポーターや認知症の人によるチームオレン
ジ等の支援体制を構築するとともに、医療と介護の連携を図り、認知症の予防や診
断後の支援等に取り組むなど、「共生」と「予防」を車の両輪として認知症の人本人に
寄り添った施策を推進します。

【KPI（重要業績評価指標）】
チームオレンジ整備市町数を令和８年度29市町に設置
➡ 認知症の人やその家族に対する心理面・生活面の支援等を行うチームを
整備した数 4

〇認知症施策推進大綱（KPI）

・２０２５（令和７）年
・全市町村で、本人・家族のニーズと認知症サポーターを中心とした支援を繋ぐ仕組
み（チームオレンジなど）を整備

チームオレンジに係る国・県の目標値について



令和４年３月末現在、６市町１３チーム設置済み
➡ 津市１チーム、伊勢市８チーム、桑名市１チーム

鈴鹿市１チーム、亀山市１チーム、玉城町１チーム

チームオレンジの整備（設置状況）
国資料 抜粋
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チームオレンジの整備（設置状況）

東海北陸６県の状況
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類型 活動人数 支援内容 チーム数

津市 第３類型 ２６名 認知症カフェ支援、普及啓発
サポーター養成、個別支援

１

伊勢市 第２類型 ５８名 見守り、話し相手、
地域での声掛け

８

桑名市 第２類型 ２３名 見守り支援 １

鈴鹿市 第３類型 ５４名 個別支援、既存の施策への協力
周知活動

１

亀山市 第２類型 ２９名 認知症普及啓発 １

玉城町 第２類型 ８９名 普及啓発、既存の施策への協力
個別支援

１

三重県のチームオレンジ設置状況
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★令和４年３月末現在、６市町にて設置済み



県のチームオレンジ立ち上げ支援
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●認知症サポーター等活動促進事業
伊勢市：4チーム、 亀山市：1チーム 結成

●オレンジチューターの養成
国の開催する研修の受講により、3名のチューターを養成

●チームオレンジコーディネーター研修（R3.7.9）
・オレンジチューターによる講義、グループワーク

・22市町が参加
・新たに 津市：1チーム 鈴鹿市：1チーム 結成

●オレンジチューターの養成
・国の開催する研修の受講により、２名のチューターを養成

●チームオレンジコーディネーター研修の実施（R4.8.19）
令和７年度を目標に、全市町でチームオレンジの整備を目指す。

※オレンジ・チューター派遣事業を、４市町において活用
※令和４年度中に、４市町が立ち上げを予定 （R4.５月の調査結果）

●オレンジチューターの養成
・国の開催する研修の受講により、２名のチューターを養成

令和元年

令和３年

令和２年

（認知症の人と家族の会
三重県支部 委託）

令和４年

三重県
オレンジチューター

7名 8



【三重県オレンジ・チューターの役割】
① 認知症の人や家族の困りごとの支援ニーズと

認知症サポーターをつなげる仕組み「チームオレンジ」の構築支援
（助言、研修会講師等）

② チームオレンジの資質向上支援（助言、研修会講師等）

〇県では、チームオレンジ設置等に向け、
依頼のあった市町へオレンジ・チューターを派遣しています。

➡令和４年度 ４市町（津市、鈴鹿市、松阪市、亀山市）へ派遣

～県のチームオレンジ設置支援①～

三重県オレンジ・チューター派遣制度
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令和４年度
新規事業

三重県
オレンジチューター

7名
（令和４年度２名養成）

※ オレンジ・チューターとは
〇 「オレンジ・チューター養成講座」（全国キャラバン・メイト連絡協議会実施）受講
〇 チームオレンジコーディネーター研修の講師



目的 チームオレンジコーディネーター研修の講師を養成

対象者 都道府県が推薦する者

主な講師 研修実施機関が選定する者

実施者 全国キャラバンメイト連絡協議会

補助金 認知症サポーター等推進事業

主な内容 〇ステップアップ講座の組み立て方
〇認知症高齢者の状況・ニーズ把握の方法
〇チームオレンジの効果的な編成方法や既存の社会資
源の活用方法
〇認知症の意思決定支援と認知症の人への接し方
〇総合演習等
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※参考情報

オレンジ・チューター養成研修



～県のチームオレンジ設置支援②～

チームオレンジコーディネーター研修

★チームオレンジコーディネーター
チームオレンジの整備を推進していくための中核的な役割を担う人材。市町村に配置。

【役割】
①チームオレンジの立ち上げ ②ステップアップ講座の企画・開催
③チーム運営に対する助言等 ④自治体管内のチームオレンジネットワークの構築

※コーディネーターは市町村等に１名以上配置される。（認知症地域支援推進員等の兼務可）

〇チームオレンジコーディネーター研修
日時：令和４年８月19日 場所：県庁講堂

講師：三重県オレンジチューター 公益社団法人認知症の人と家族の会三重県支部

鈴木 さとみ 氏、 野口 美枝 氏

（１）チームオレンジについての概要

（２）チームオレンジの立ち上げている市町からの報告

（３）グループワーク１「わが町チームオレンジの企画書作り」

（４）グループワーク２「各市町ごとで企画書を検討」

【研修実績】

21市町参加
40名参加
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目的 チームオレンジの効果的な編成方法や運営のノウハウ等
を伝達

対象者 コーディネーター、チームオレンジのチームリーダー等

主な講師 オレンジ・チューター

実施者 都道府県

補助金 地域医療介護総合確保基金（介護従事者確保分）

主な内容 Ⅰ オリエンテーション
Ⅱ 認知症サポーターの活動促進とチームオレンジ
Ⅲ チームオレンジの仕組み
Ⅳ チームオレンジとコーディネーター
Ⅴ チームオレンジの立ち上げ
Ⅵ 支援メニューと支援範囲等の取り決め
Ⅶ ステップアップ講座の実施について
Ⅷ 演習（ＧＷ）・発表 12

②チームオレンジコーディネーター研修※参考情報

チームオレンジコーディネーター研修



【ステップアップ講座】
〇認知症の人への接し方などチームオレンジで活動するために必要な知識、
対応スキルに関する講義を実施する。
〇チームオレンジの支援活動の内容等に応じ、地域の実情に応じて実施される。
〇チームオレンジへの参加を希望する認知症サポーターが受講対象。

市町におけるチームオレンジの設置のながれ
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★行政担当者等（チームオレンジコーディネーター）を中心とし、
設置を行う。
➡担当者は、市町の認知症の人のニーズを把握し、
既存の地域資源を活用するなどして、チームオレンジを設置。

★市町は、チーム員に対しステップアップ講座を実施。
➡チームの活動内容等の説明。



内容 備考

段階１ 全体スケジュールの作成 チームオレンジコーディネーター等が
中心となって作成

段階２ 実態把握 （把握対象）
①当該地域の認知症の方の状況
②支援ニーズ
③社会資源状況（チームオレンジ構成員等）
等

段階３ チームオレンジの説明 （説明の対象）
住民サポーター、職域サポーター、地域住民等

段階４ （実態に即した）チームオレンジの編成・
（拠点を作る場合）拠点予定場所の設定

段階５ チームオレンジ構成員のステップアップ講座 （対象者）
チームオレンジへの参加を希望する
認知症サポーター

段階６ チームオレンジの立ち上げ

段階７ チームオレンジ運営のバックアップ

市町におけるチームオレンジの設置のながれ

【設置のながれ（一例）】

★行政担当者等（チームオレンジコーディネーター）が中心となってスケジュールを考案 14



目的 チームオレンジのメンバーを養成

対象者 チームオレンジへの参加を希望する認知症サポーター

主な講師 キャラバンメイト、認知症地域支援推進員、保健師、チームリーダー、オレンジ
コーディネーター、オレンジチューター、実施市町村が講師として認める者 等

（※ ステップアップ講座のテーマに応じて適任者を選定します。）

実施者 （１）都道府県 （２）市町村

補助金 （１）都道府県 介護保険事業費補助金
（２）市町村 地域支援事業交付金

主な内容 ・チームオレンジの支援活動の内容等に応じて地域の実情に応じた講義等を
実施

（講義の例）
・チームオレンジの意義と役割

・認知症の人への接し方などチームオレンジで活動するために必要な知識、対応
スキルに関する講義
・個人情報、プライバシーへの配慮に関する講義
・意思決定支援に関する講義 等
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※参考情報

ステップアップ講座



講座名 対象者・受講要件 備 考

津市

認知症サポーターステップアップ講座
津市在住(在勤)で、過去に認知症サポー
ター養成講座を受講したことがある者

受講者でご協力頂ける方には、有志の交流会
(あしたばの会)の参加案内をしています。

津市チームオレンジあしたば
認知症サポーター養成講座を受講し、入
会を希望した者

受講者でご協力頂ける方には、RUN伴や多職
種研修会等の参加案内をしています。

亀山市
認知症サポーターステップアップ講座
（仮）

認知症サポーター養成講座受講したこと
がある者

いなべ市 認知症サポーターステップアップ講座
いなべ市在住、在勤の方で、過去に認知
症サポータ養成講座を受講したことがある
方

受講者の方には、認知症サポーターとしての
登録をお願いしています

東員町 認知症サポーターステップアップ講座
東員町民または在勤者で、過去に認知症
サポーター養成講座を受講したことがある
方

受講者の方には、修了生勉強会及びチームオ
レンジへの参加登録をお願いしています

川越町 認知症サポーターステップアップ講座
原則、町内在住・在勤者で5人以上の参加
が見込めること

明和町 認知症サポーターステップアップ講座
町民で、過去に認知症サポーター養成講
座を受講したことがある者

受講者の方には、認知症カフェ（脳の健康つな
がりサロン）の”カフェとも”登録をお願いしてい
ます。

度会町 認知症サポータースキルアップ講座
令和3年度に認知症サポーター養成講座
を受講した方

南伊勢町 認知症サポーターフォローアップ講座
過去に認知症サポーター養成講座を受講
したことがある者 16

★ 各市町の開催状況（R4.5月現在）

※参考情報

ステップアップ講座



【チームオレンジの理念の共有】
〇チーム員の目指したいチーム像が異なる
〇様々な背景をもった人で構成されているため、理念の共有が必要で
ある

【認知症ボランティアの主体性を引き出すこと】
〇チーム員は行政の側にイニシアチブをとってほしいと望んでいるが、
行政は、チーム員が主体となって活動してほしいと考えている。

【人材の増員】
〇ステップアップ講座終了後、チームオレンジへの活動希望がない人
に対し、活動への参加を啓発する方法を検討している。

【具体的なチームオレンジの運営ノウハウの不足】
〇チーム員に対する連絡手段 〇チーム同士の情報共有の場がない。

市町認知症ヒアリングより

チームオレンジに係る課題①
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★ 設置済み市町に係る課題



【人材不足】
〇当事者・ご家族のチームへの参加誘致が難しい
〇前向きに情報発信できる当事者がいない 〇担い手不足（他の活動をしている等）
〇若齢者に対する、認知症ボランティアへの参加誘致が難しい
〇過疎地で高齢者が高齢者を支えている状況

【他事業との連携、住み分けに関する課題】
〇既存の団体で類似の活動を実施している。それで当面十分と感じている。
〇基盤となる地域資源がない。 〇ほかに優先すべき事業がある。

【他】
〇行政が主体ではなくメンバーが主体となるチームの作り方に悩んでいる
〇行政のマンパワー不足等の理由により、認知症サポーター養成講座等の実施が
できていない

市町認知症ヒアリングより

チームオレンジに係る課題②
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★ 未設置 市町に係る課題

★チームオレンジ３つの基本 【再掲・参考】
①ステップアップ講座修了及び予定のサポーターでチームが組まれている
②認知症の人もチームの一員として参加している。（認知症の人の社会参加）
③認知症の人と家族の困りごとを早期から継続して支援ができる



〇県ができること

〇市町ができること

〇認知症の人や家族等がチームオレンジに求めていること

〇医療機関がチームオレンジに求めていること

〇介護現場がチームオレンジに求めていること 等19

ご意見いただきたいこと

チームオレンジ市町設置の促進に向けた方策について

（例）



～県内のチームオレンジ活動内容①～

【津市】チームオレンジ・あしたば
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グループ名 内容

○認知症カフェ支援グループ 現在津市内にある認知症カフェの活動支援および必要に応じて
グループメンバー自ら認知症カフェを開催する等、認知症カフェ
の地域への定着を図っていきます。

○認知症普及・啓発グループ 認知症に対する地域の理解を深める活動、啓発媒体の作成、
普及啓発の企画をしていきます。

○認知症サポーター養成グループ 認知症サポーターへの勧誘やグループメンバーでの認知症サ
ポーター養成講座の開催を通じて、多世代の認知症理解を広
めていきます。

○個別支援グループ 認知症の人やその家族の困りごとに対して、個別支援（例：話し
相手、散歩の同行、定期的な見守り、趣味活動継続のお手伝
い等）を行っていきます。

「チームオレンジ・あしたば」全体会
の様子

➡上記グループに分かれて、どう
いった活動をしていくのか、今後の
活動の方向性を話し合っています。



～県内のチームオレンジ活動内容①～

【津市】チームオレンジ・あしたば
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日 時：令和４年11月23日（祝）
１０：００～１１：３０

場 所：三重県総合文化センター
「フレンテみえ」３階セミナー室C

参加者：33名（その他 スタッフ：７名）

★オレンジウォーク津
認知症啓発を目的として、「オレンジウォーク津」を開催。
非営利市民活動団体「だいじこファミリー」と共催で実施。
三重県総合文化センター、Miemu周辺を歩きながら、「認知症にやさしい街づくり」への
理解や「認知症サポーター」への参加呼びかけを行った。



立ち上げ時期 チームオレンジ名

R元年10月 家族の会つどい

R元年10月 オレンジカフェほほえみ

R元年10月 認知症カフェあこや

R元年11月 認知症カフェさくら

R3年2月 憩いの家たまちゃん

R3年6月 みなとカフェ

R3年7月 オレンジつどい

R4年3月 北浜まちづくり協議会 地域福祉委員会

R4年6月 いきいきサロンひなたぼっこ

～県内のチームオレンジ活動内容②～

【伊勢市】チームオレンジ

集いの場やカフェ、会食会などを拠点に、認知症のある利用者の見守りや話し相手、地域の
中で声かけなどの支援を行っている。

【みなとカフェ】
ステップアップ講座の様子。

カフェに認知症が心配な
方が来た場合の対応や、
どんな認知症カフェにした
いか等意見交換を実施。 22



～県内のチームオレンジ活動内容②～

【伊勢市】チームオレンジ

★令和3年5・6・７月にステップアップ講座を開催 ★日頃の集いの場の様子

【オレンジつどい】
〇生活支援コーディネーターの声かけで、要支援者を中心とした地域住民の集いの場である
「集いの場・みやがわ」のスタッフがステップアップ講座を受講し、チームオレンジを結成。
〇集いの場の利用者だけでなく、一緒に活動するボランティアの中にも認知症の方がいます。
〇日常の地域の活動の中で認知症の方への見守りや声かけ等を実施

23



～県内のチームオレンジ活動内容③～

【桑名市】精義おたすけ隊チームオレンジ

認知症本人の見守り

➡お助け隊例会で話し合いを実施

ー本人の情報共有及び見守りについて

➡認知症型支援調整会議の開催

－地域の見守り体制について

各関係機関で話し合い、支援内容を決定

【具体的支援内容】
①本人が立ち寄るお店との連絡体制の構築
②妻の負担軽減への介護事業所との連携
③チームオレンジとして、本人への声掛け
④商店街の協力を得る
⑤自治会との情報共有

※現在、チームオレンジに協力いただいていた認知症の方が
入所してしまったため、チームオレンジとしては活動していない。 24

市担当者
おたすけ隊

包括支援センター

介護事業者

民生委員

地域の薬局

郵便局

生活Co

・地域ケア会議終了後、
おたすけ隊会長が会員へＬＩＮＥで
本人の見守りを依頼

➡ 次回の例会で本人さんの
詳細情報を共有し
おたすけ隊でも見守り 24



【１】個別支援
〇既存の社会保障サービス等では対応が難しいオレンジのニーズをフレンドと共に実施
（例）畑仕事、簡単な軽作業、工作 等
〇場所は、自宅・社協の会議室 〇 通称「夢を叶える活動」

【２】グループ活動支援
（１）既存の認知症関連事業へのチームオレンジの協力
①若年性認知症者の会「レイの会」の方による洗車活動
若年性認知症の方の社会参加活動として社協の公用車を洗車。
フレンドはサポ―トを行う。

②おれんじルーム
認知症本人とそのご家族が参加。折り紙やすずか踊り、お話を共にする。専門医も参加。

③スローショッピングの日
誰もが安心して買い物ができるよう「おもいやりレジ」「おもいやりカフェ」を設置。
マックスバリュ株式会社と協力して実施。フレンドによる買い物の付き添い（１店舗）。

④認知症カフェ「ベル」
イオン薬局主催の認知症カフェ。今後の支援内容等をフレンドと共に検討予定。

（２）周知活動グループ
イベントや各活動に使用するグッズ(オレンジロバのマスコットやADイベントの啓発物等)の
作成

～県内のチームオレンジ活動内容④～

【鈴鹿市】チームオレンジ鈴鹿

25

〇認知症のご本人・ご家族を「オレンジ」、サポートをする方々を「フレンド」と称して活動実施



～県内のチームオレンジ活動内容④～

【鈴鹿市】チームオレンジ鈴鹿

26

〇若年性認知症者の会「レイの会」の方による洗車活動



～県内のチームオレンジ活動内容④～

【鈴鹿市】チームオレンジ鈴鹿

27

〇スローショッピングの日の様子



～県内のチームオレンジ活動内容⑤～

【亀山市】チームかめやま

28

【支援内容】認知症普及啓発

【活動地域】亀山全域

【活動内容】

〇定期的にチーム員が集まり、意見交換を実施

〇近所の集まりや道ですれ違った際に声かけを実施

〇アルツハイマー月間の取り組みで、

講座や介護者のつどいにサポーターとして参加

〇図書館において認知症の普及啓発活動を実施予定

★県チューター派遣
制度を利用。
➡チューターと今後
のチームオレンジの
活動につき検討を
行っている

〇図書館での普及啓発活動のチラシ



支援内容

（１）つどい場「協」
週３回開所。
開所時間は誰でも自由に参加可能。手芸や将棋等好きな活動をして過ごす。

（２）家族会の実施
２カ月に１回開催。本人や家族が集まる機会を提供している。

（３）一般介護予防事業への参加
サポーターとして介護予防教室運営に参加。

（４）ほか
認知症サポーター養成講座の開催、 ケーブルテレビを活用した啓発劇の実施、
高齢者見守り・声かけ訓練等への協力

29

～県内のチームオレンジ活動内容⑥～

【玉城町】サポーターさくら

●立ち上げまでの経緯
玉城町では認知症サポーター「サポーターさくら」が平成２０年から活動。
令和４年１１月１３日の認知症予防講演会において、チームオレンジ宣言をした。



～県内のチームオレンジ活動内容⑥～

【玉城町】サポーターさくら
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